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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周期的な運動をする対象物に対して超音波を送受するプローブと、
　プローブを制御することにより超音波を走査して超音波の受信信号を得る送受信部と、
　複数時相に亘って得られる受信信号に基づいて前記対象物に関する複数時相の超音波画
像を形成する画像形成部と、
　複数時相の超音波画像の中から、ユーザが指示した時相に対応した基準画像を指定する
基準画像指定部と、
　基準画像と各時相ごとに得られる超音波画像との間における画像の類似度を演算する類
似度演算部と、
　各時相ごとに得られる類似度に基づいて複数時相の超音波画像の中から基準画像に類似
した類似画像を選定する類似画像選定部と、
　基準画像と類似画像との間の時相間隔に基づいて前記対象物の運動に関する周期情報を
得る周期情報演算部と、
　を有する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記類似画像選定部は、基準画像に続いて次々に各時相ごとに得られる複数の超音波画
像の中から、最初に類似度が極大となる時相の超音波画像を前記類似画像とする、
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　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の超音波診断装置において、
　前記基準画像指定部は、選定された類似画像を新たな基準画像に指定し、
　前記類似画像選定部は、基準画像が更新される度に更新された基準画像に類似した類似
画像を選定し、
　前記周期情報演算部は、基準画像が更新される度に次々に得られる前記時相間隔を統計
的に処理して前記周期情報を得る、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記基準画像指定部は、複数時相の超音波画像の中から、前記対象物の周期的な運動の
１周期内において互いに異なる時相に対応した複数の基準画像を指定し、
　前記複数の基準画像には、ユーザが指示した前記時相に対応した基準画像が含まれ、
　前記類似度演算部は、各基準画像ごとにその基準画像と各時相の超音波画像との間にお
ける画像の類似度を演算し、
　前記類似画像選定部は、各基準画像ごとにその基準画像に類似した類似画像を選定し、
　前記周期情報演算部は、各基準画像とその類似画像との間の時相間隔に基づいて、複数
の基準画像の各々から得られる前記時相間隔を統計的に処理して前記周期情報を得る、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記プローブは、胎児の心臓に対して超音波を送受し、
　前記画像形成部は、複数時相に亘って得られる受信信号に基づいて胎児の心臓に関する
複数時相の超音波画像を形成し、
　前記周期情報演算部は、前記周期情報として、前記胎児の心拍の周期情報を得る、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　周期的な運動をする対象物に対して超音波を送受するプローブと、
　プローブを制御することにより超音波を走査して超音波の受信信号を得る送受信部と、
　複数時相に亘って得られる受信信号に基づいて前記対象物に関する複数時相の超音波画
像を形成する画像形成部と、
　複数時相の超音波画像の中から基準画像を指定する基準画像指定部と、
　基準画像と各時相ごとに得られる超音波画像との間における画像の類似度を演算する類
似度演算部と、
　各時相ごとに得られる類似度に基づいて複数時相の超音波画像の中から基準画像に類似
した類似画像を選定する類似画像選定部と、
　基準画像と類似画像との間の時相間隔に基づいて前記対象物の運動に関する周期情報を
得る周期情報演算部と、
　を有し、
　前記基準画像指定部は、複数時相の超音波画像の中から、前記対象物の周期的な運動の
１周期内において互いに異なる時相に対応した複数の基準画像を指定し、
　前記類似度演算部は、各基準画像ごとにその基準画像と各時相の超音波画像との間にお
ける画像の類似度を演算し、
　前記類似画像選定部は、各基準画像ごとにその基準画像に類似した類似画像を選定し、
　前記周期情報演算部は、各基準画像とその類似画像との間の時相間隔に基づいて、複数
の基準画像の各々から得られる前記時相間隔を統計的に処理して前記周期情報を得る、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、周期的な運動をする対象物の診断情報を得る超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周期的な運動を伴う心臓などの組織の診断情報を得る超音波診断装置が知られている。
特に、胎児の心臓は、心電計等を利用して直接的に心拍等を計測することが極めて難しい
が、超音波診断装置を利用することにより心拍等の情報を得ることができる。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、画像データ内の胎児の心臓に関心点を設定し、画像データ間
のトラッキング処理により得られる関心点の変位から、胎児の心臓の心拍周期を計測する
超音波診断装置が提案されている。しかし、この技術では、心拍に従って比較的大きく動
く箇所に関心点を設定しないと計測の精度が低下してしまう。
【０００４】
　また、超音波のＭモードやドプラモードを利用して胎児の心拍に関する波形等を得て、
その波形上においてユーザがカーソル等を設定して心拍周期等を計測することもできる。
しかし、ユーザによる設定に依存した計測であるため、ユーザごとに計測結果がばらつい
てしまうこと等が懸念される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－２３３９６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した背景技術に鑑み、本願の発明者は、周期的な運動をする対象物の超音波画像か
ら診断情報を得る技術について研究開発を重ねてきた。
【０００７】
　本発明は、その研究開発の過程において成されたものであり、その目的は、周期的な運
動をする対象物の超音波画像から周期情報を得るための改良技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的にかなう好適な超音波診断装置は、周期的な運動をする対象物に対して超音波
を送受するプローブと、プローブを制御することにより超音波を走査して超音波の受信信
号を得る送受信部と、複数時相に亘って得られる受信信号に基づいて前記対象物に関する
複数時相の超音波画像を形成する画像形成部と、複数時相の超音波画像の中から基準画像
を指定する基準画像指定部と、基準画像と各時相ごとに得られる超音波画像との間におけ
る画像の類似度を演算する類似度演算部と、各時相ごとに得られる類似度に基づいて複数
時相の超音波画像の中から基準画像に類似した類似画像を選定する類似画像選定部と、基
準画像と類似画像との間の時相間隔に基づいて前記対象物の運動に関する周期情報を得る
周期情報演算部と、を有することを特徴とする。
【０００９】
　上記構成において、周期的な運動をする対象物の好適な一例は、生体内の心臓であり、
特に、上記超音波診断装置は、心電計等を利用して直接的に計測することが極めて難しい
胎児の心臓を対象物とすることができる。また、超音波画像は、類似度の演算の観点から
例えば二次元のＢモード画像（断層画像）が望ましいものの、カラードプラ画像や三次元
画像であってもよい。また、類似度の演算においては、例えば画像間のパターンマッチン
グ処理や画像間の相関値などが利用されてもよい。
【００１０】
　上記構成によれば、周期的な運動をする対象物の超音波画像から周期情報を得るための
改良技術が提供される。例えば、ユーザに対して複雑な設定操作を強いることなく、これ
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によりユーザごとの計測のばらつきも低減しつつ、胎児の心臓に関する心拍などの周期情
報を得ることが可能になる。
【００１１】
　望ましい具体例において、前記類似画像選定部は、基準画像に続いて次々に各時相ごと
に得られる複数の超音波画像の中から、最初に類似度が極大となる時相の超音波画像を前
記類似画像とする、ことを特徴とする。
【００１２】
　望ましい具体例において、前記基準画像指定部は、選定された類似画像を新たな基準画
像に指定し、前記類似画像選定部は、基準画像が更新される度に更新された基準画像に類
似した類似画像を選定し、前記周期情報演算部は、基準画像が更新される度に次々に得ら
れる前記時相間隔を統計的に処理して前記周期情報を得る、ことを特徴とする。
【００１３】
　望ましい具体例において、前記基準画像指定部は、複数時相の超音波画像の中から互い
に異なる時相に対応した複数の基準画像を指定し、前記類似度演算部は、各基準画像ごと
にその基準画像と各時相の超音波画像との間における画像の類似度を演算し、前記類似画
像選定部は、各基準画像ごとにその基準画像に類似した類似画像を選定し、前記周期情報
演算部は、各基準画像とその類似画像との間の時相間隔に基づいて、複数の基準画像の各
々から得られる前記時相間隔を統計的に処理して前記周期情報を得ることを特徴とする。
【００１４】
　望ましい具体例において、前記プローブは、胎児の心臓に対して超音波を送受し、前記
画像形成部は、複数時相に亘って得られる受信信号に基づいて胎児の心臓に関する複数時
相の超音波画像を形成し、前記周期情報演算部は、前記周期情報として、前記胎児の心拍
の周期情報を得る、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明により、周期的な運動をする対象物の超音波画像から周期情報を得るための改良
技術が提供される。例えば、本発明の好適な態様によれば、ユーザに対して複雑な設定操
作を強いることなく、これによりユーザごとの計測のばらつきも低減しつつ、胎児の心臓
に関する心拍などの周期情報を得ることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施において好適な超音波診断装置の全体構成図である。
【図２】基準フレームが指定されてから周期情報が得られるまでの処理を説明するための
図である。
【図３】図１の超音波診断装置における処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に本発明の好適な実施形態を説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の実施において好適な超音波診断装置（本超音波診断装置）の全体構成
図である。プローブ１０は、対象物を含む領域において超音波を送受する。プローブ１０
は、超音波を送受波する複数の振動素子を備えており、複数の振動素子が送受信部１２に
よって送信制御されて送信ビームが形成される。また、複数の振動素子が対象物から反射
された超音波を受波し、これにより得られた信号が送受信部１２へ出力され、送受信部１
２が受信ビームを形成する。
【００１９】
　送受信部１２は、プローブ１０が備える複数の振動素子の各々に対応した送信信号を出
力することにより、超音波の送信ビームを形成してその送信ビームを走査する。また、送
受信部１２は、プローブ１０が備える複数の振動素子の各々から得られる受信信号に対し
て整相加算処理などを施すことにより、走査される送信ビームに対応した受信ビームを形
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成し、受信ビームに沿って得られるエコーデータ（受信信号）を出力する。
【００２０】
　本超音波診断装置が診断対象とする対象物は、周期的に運動する組織などであり、例え
ば胎児の心臓などである。そこで、以下においては、好適な例の一つである胎児の心臓を
対象物とした場合について説明する。
【００２１】
　画像形成部２０は、複数時相に亘って得られるエコーデータ（受信信号）に基づいて、
胎児の心臓に関する複数時相の超音波画像を形成する。画像形成部２０は、例えば、胎児
の心臓に関する断層画像（Ｂモード画像）を各フレームごとに（各時相ごとに）複数のフ
レームに亘って形成する。画像形成部２０において形成された断層画像は、各フレームご
とに次々に基準画像指定部３０と類似度演算部４０に出力される。また、画像形成部２０
において形成された断層画像は、モニタなどの表示部７０に出力されて表示される。
【００２２】
　基準画像指定部３０は、画像形成部２０から次々に得られる複数フレームの断層画像の
中から、類似度の演算の基準となる基準フレームの断層画像を指定する。類似度演算部４
０は、その指定された基準フレームの断層画像と、画像形成部２０から次々に得られる各
フレームの断層画像との間における画像の類似度を算出する。類似画像選定部５０は、類
似度演算部４０において各フレームごとに算出される類似度に基づいて、複数フレームの
断層画像の中から、基準フレームの断層画像に類似した類似画像を選定する。そして、周
期情報演算部６０は、基準フレームの断層画像と類似画像との間の時相間隔（フレーム間
隔）に基づいて、胎児の心拍の周期情報を得る。
【００２３】
　そこで、以下に、基準画像指定部３０により基準フレームが指定されてから周期情報演
算部６０により周期情報が得られるまでの処理について詳述する。なお、以下の説明にお
いては図１に示した符号を利用する。
【００２４】
　図２は、基準フレームが指定されてから周期情報が得られるまでの処理を説明するため
の図である。
【００２５】
　図２（１）は、第１基準フレームに係る処理を示しており、横軸には、複数フレーム（
複数時相）に亘って得られる断層画像のフレーム番号が示されており、縦軸には、各フレ
ームごとに算出される類似度が示されている。
【００２６】
　基準画像指定部３０は、画像形成部２０から次々に得られる複数フレームの断層画像の
中から、まず、第１基準フレームの断層画像を指定する。例えば、胎児の心臓に関する断
層画像が得られた直後の最初のフレームが第１基準フレームとされる。もちろん、ユーザ
が指示したタイミングのフレームが第１基準フレームとされてもよい。図２（１）には、
フレームＦ１の断層画像が第１基準フレームに指定された例を示している。
【００２７】
　第１基準フレームが指定されると、類似度演算部４０は、第１基準フレームの断層画像
と、画像形成部２０から次々に得られる各フレームの断層画像との間における画像の類似
度を算出する。つまり、第１基準フレームであるフレームＦ１とフレームＦ２の類似度、
フレームＦ１とフレームＦ３の類似度、フレームＦ１とフレームＦ４の類似度と、フレー
ムＦ１を基準として各フレームごとに類似度を算出する。
【００２８】
　類似度とは、２つの画像の内容が互いにどれだけ似ているのかを示す指標であり、類似
度が高いほど（大きいほど）２つの画像の内容が互いによく似ており、類似度が低いほど
（小さいほど）２つの画像の内容が互いに相違している。画像間の類似度を評価するにあ
たっては、公知の各種の手法を利用することができ、例えば、画像間のパターンマッチン
グ処理や、画像間の相関値などが利用されてもよい。
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【００２９】
　類似画像選定部５０は、類似度演算部４０において各フレームごとに算出される類似度
に基づいて、複数フレームの断層画像の中から、第１基準フレームの断層画像に類似した
類似画像を選定する。類似画像選定部５０は、第１基準フレームに続いて次々に各フレー
ムごとに得られる複数の断層画像の中から、最初に類似度が極大となるフレームの断層画
像を類似画像とする。例えば、図２（１）に示す例においては、フレームＦ５の類似度が
最初の極大値となるため、フレームＦ５の断層画像が類似画像とされる。例えば、フレー
ムＦ６までの類似度が算出されてから、フレームＦ４とフレームＦ６の類似度よりもフレ
ームＦ５の類似度が大きいことから、フレームＦ５が極大値であると判定され、フレーム
Ｆ５の断層画像が類似画像とされる。
【００３０】
　そして、周期情報演算部６０は、基準フレームの断層画像と類似画像との間の時相間隔
（フレーム間隔）に基づいて、胎児の心拍の周期情報を得る。心拍の周期に応じて運動す
る胎児の心臓は、その形状なども心拍の周期に応じて周期的に変化する。そのため、基準
フレームの断層画像と類似画像が、心拍内の同じ周期時点に対応している可能性が高く、
そこで、それらの画像間の時相間隔が心拍の１周期に対応していると考える。例えば、図
２（１）に示す例においては、第１基準フレームであるフレームＦ１と類似画像であるフ
レームＦ５の間の時間、つまり、４フレーム分の時間が心拍の１周期とされる。その１周
期の時間を周期情報としてもよいし、その１周期の時間から単位時間あたりの心拍数など
を周期情報として算出してもよい。
【００３１】
　また、類似画像が選定されると、基準画像指定部３０は、選定された類似画像を新たな
第１基準フレームの断層画像に指定する。図２（１）に示す例においては、フレームＦ５
が類似画像として選定されたため、このフレームＦ５の断層画像が、新しい第１基準フレ
ームの断層画像に指定（更新）される。
【００３２】
　新しい第１基準フレームが指定されると、類似度演算部４０は、新たな第１基準フレー
ムの断層画像を基準として類似度を算出する。つまり、新たな第１基準フレームであるフ
レームＦ５とフレームＦ６の類似度、フレームＦ５とフレームＦ７の類似度、フレームＦ
５とフレームＦ８の類似度と、フレームＦ５を基準として各フレームごとに類似度を算出
する。
【００３３】
　さらに、類似画像選定部５０は、各フレームごとに算出される類似度に基づいて、新た
な第１基準フレームの断層画像に類似した類似画像を選定する。類似画像選定部５０は、
第１基準フレームであるフレームＦ５に続いて次々に各フレームごとに得られる複数の断
層画像の中から、最初に類似度が極大となるフレームの断層画像を類似画像とする。図２
（１）に示す例においては、フレームＦ１０の類似度が最初の極大値となるため、フレー
ムＦ１０の断層画像が類似画像とされる。
【００３４】
　そして、周期情報演算部６０は、新たな基準フレームの断層画像と類似画像との間の時
相間隔（フレーム間隔）に基づいて、さらに胎児の心拍の周期情報を得る。図２（１）に
示す例においては、新たな第１基準フレームであるフレームＦ５と類似画像であるフレー
ムＦ１０の間の時間、つまり、５フレーム分の時間が心拍の１周期とされる。
【００３５】
　基準画像指定部３０は、類似画像が選定される度のその選定された類似画像を新たな第
１基準フレームの断層画像に更新し、類似画像選定部５０は、第１基準フレームの断層画
像が更新される度に更新された断層画像に類似した類似画像を選定し、周期情報演算部６
０は、第１基準フレームの断層画像が更新される度に、基準フレームの断層画像と類似画
像との間の時相間隔の情報を得る。こうして、心拍の複数の周期に亘って、次々に時相間
隔が得られるため、周期情報演算部６０は、次々に得られる時相間隔を統計的に処理して
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周期情報を得る。例えば、次々に得られる複数の時相間隔の平均値を周期情報としてもよ
いし、その平均値から単位時間あたりの心拍数などを周期情報として算出してもよい。
【００３６】
　このように、心拍の複数の周期に亘る統計的な処理により周期情報が得られるため、図
２（１）に示す第１基準フレームに係る処理のみでも、比較的信頼性の高い周期情報を得
ることができる。しかし、本超音波診断装置は、さらに、第１基準フレームに加えて、第
２基準フレーム、第３基準フレームと所望の個数の基準フレームを設定して、さらに精度
の高い周期情報を得ることができる。
【００３７】
　図２（２）は、第２基準フレームに係る処理を示しており、横軸には、複数フレーム（
複数時相）に亘って得られる断層画像のフレーム番号が示されており、縦軸には、各フレ
ームごとに算出される類似度が示されている。なお、図２（１）における断層画像と図２
（２）における断層画像は同じ画像である。例えば、図２（２）におけるフレームＦ２か
らフレームＦ２０までの断層画像は、図２（１）におけるフレームＦ２からフレームＦ２
０までの断層画像である。
【００３８】
　但し、図２（２）においては、フレームＦ２の断層画像が第２基準フレームに指定され
る。基準画像指定部３０は、図２（１）に示したように、第１基準フレームの断層画像を
指定すると、その後のフレームに第２基準フレームの断層画像を指定する。図２（２）に
は、フレームＦ２の断層画像が第２基準フレームに指定された例を示している。なお、第
１基準フレームの直後のフレームではなく、１つ以上のフレームを間に挟んでから、第２
基準フレームを指定してもよい。
【００３９】
　そして、第２基準フレームが指定されると、第１基準フレームの場合と同様な処理が実
行される。つまり、類似度演算部４０は、第２基準フレームの断層画像と、画像形成部２
０から次々に得られる各フレームの断層画像との間における画像の類似度を算出する。ま
た、類似画像選定部５０は、類似度演算部４０において各フレームごとに算出される類似
度に基づいて、複数フレームの断層画像の中から、第２基準フレームの断層画像に類似し
た類似画像を選定する。そして、周期情報演算部６０は、第２基準フレームの断層画像と
類似画像との間の時相間隔（フレーム間隔）に基づいて、胎児の心拍の周期情報を得る。
【００４０】
　また、基準画像指定部３０は、類似画像が選定される度のその選定された類似画像を新
たな第２基準フレームの断層画像に更新し、類似画像選定部５０は、第２基準フレームの
断層画像が更新される度に更新された断層画像に類似した類似画像を選定し、周期情報演
算部６０は、第２基準フレームの断層画像が更新される度に、基準フレームの断層画像と
類似画像との間の時相間隔の情報を得る。こうして、第２基準フレームに係る処理におい
ても、心拍の複数の周期に亘って、次々に時相間隔が得られるため、周期情報演算部６０
は、次々に得られる時相間隔を統計的に処理して周期情報を得る。
【００４１】
　さらに、第２基準フレームに加えて、第３基準フレームが設定されてもよい。図２（３
）は、第３基準フレームに係る処理を示しており、横軸には、複数フレーム（複数時相）
に亘って得られる断層画像のフレーム番号が示されており、縦軸には、各フレームごとに
算出される類似度が示されている。図２（３）における断層画像も、図２（１）（２）に
おける断層画像と同じ画像である。
【００４２】
　図２（３）においては、フレームＦ３の断層画像が第３基準フレームに指定される。基
準画像指定部３０は、図２（２）に示したように、第２基準フレームの断層画像を指定す
ると、その後のフレームに第３基準フレームの断層画像を指定する。図２（３）には、フ
レームＦ３の断層画像が第３基準フレームに指定された例を示している。なお、第２基準
フレームの直後のフレームではなく、１つ以上のフレームを間に挟んでから、第３基準フ
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レームを指定してもよい。そして、第３基準フレームが指定されると、第１基準フレーム
や第２基準フレームの場合と同様な処理が実行される。なお、第３基準フレームに加え、
さらに第４基準フレーム第５基準フレームと、所望の個数だけ基準フレームを追加しても
よい。
【００４３】
　こうして、複数の基準フレームについて、各基準フレームごとに心拍の周期情報を得る
ことができるため、周期情報演算部６０は、これら複数の基準フレームの各々から得られ
る周期情報をさらに統計的に処理して、例えば平均化して、最終的な周期情報を得ること
ができる。
【００４４】
　図３は、図１の超音波診断装置における処理を示すフローチャートである。まず、超音
波が送受されて各フレームごとに断層画像が形成され（Ｓ３０１）、形成された断層画像
の画像状態が確認される（Ｓ３０２）。例えば、プローブ１０の送受波面が空中に向けら
れていると、超音波の反射波が得られず、輝度の低い黒い状態の断層画像が得られる。そ
こで、例えば断層画像内の輝度の平均値などに基づいて画像状態が判定される。例えば平
均値が閾値以上であれば画像状態が良いと判定され、平均値が閾値より小さければ画像状
態が悪いと判定される。そして、画像状態が良いと判定されるまで判定が繰り返されて、
例えば、胎児の心臓にプローブ１０が向けられると、画像状態が良いと判定されて以降の
処理が進められる。
【００４５】
　胎児の心臓にプローブ１０が向けられると、まず、基準画像指定部３０が第１基準フレ
ームの断層画像を指定し（Ｓ３０３－１）、類似度演算部４０が第１基準フレームの断層
画像と次々に得られる各フレームの断層画像との間における画像の類似度を算出する（Ｓ
３０４－１）。また、類似画像選定部５０が、各フレームごとに算出される類似度に基づ
いて、複数フレームの断層画像の中から、第１基準フレームの断層画像に類似した類似画
像を選定し（Ｓ３０５－１）、そして、周期情報演算部６０が、基準フレームの断層画像
と類似画像との間の時相間隔に基づいて、胎児の心拍の周期情報として、第１基準フレー
ムに基づいた心拍数（第１心拍数）を算出する（Ｓ３０６－１）。つまり、図２（１）を
利用して説明した処理が実行される。
【００４６】
　また、第１基準フレームの断層画像を指定すると、基準画像指定部３０がその後のフレ
ームに第２基準フレームの断層画像を指定して、第１基準フレームの場合と同様な処理が
実行される（Ｓ３０３－２）～（Ｓ３０６－２）。つまり、図２（２）を利用して説明し
た処理が実行され、胎児の心拍の周期情報として、第２基準フレームに基づいた心拍数（
第２心拍数）が算出される。
【００４７】
　さらに、所望の個数だけ基準フレームを追加して、第１基準フレームや第２基準フレー
ムの場合と同様な処理が実行されてもよい（Ｓ３０３－Ｎ）～（Ｓ３０６－Ｎ）。
【００４８】
　そして、周期情報演算部６０は、複数の基準フレームの各々から得られる心拍数をさら
に統計的に処理して例えば平均値を算出し（Ｓ３０７）、算出された心拍数の平均値が表
示部７０に表示される。
【００４９】
　以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、上述した実施形態は、あらゆる点で単な
る例示にすぎず、本発明の範囲を限定するものではない。本発明は、その本質を逸脱しな
い範囲で各種の変形形態を包含する。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　プローブ、１２　送受信部、２０　画像形成部、３０　基準画像指定部、４０　
類似度演算部、５０　類似画像選定部、６０　周期情報演算部、７０　表示部。
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